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　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　In　this　note 　we 　give　 an　 estim ．ate　from　below　for　Lhe 血 agnitude 　o：f　the　opgrator

nQrm 　11　S． い
’

of 　spherical 　par七ial　sums 　of ．n −di血ensi6nal 　F6urf6r　series 　for

藷 ≦P ≦浩 ， P ≒ 2．

Rl 勸 （≧ 2）顔
ユ ー

ク リ ・ 啌 畦
し・そ の 卿

＝ （Xl ，”
・ Xn ）・’・

＝ （・・t −

’”・．　 crn） に

対 して （x 、 y ）＝盈κ融 ， lxl＝ （rPtx）
7

とする。砂 をル
．
の格子点全体 の 集合べ鈴 ＝ ［− 7t1

、
π ）r＝ ．R ”

／2，nZ
”
を n次元 トー

ラス．と：する。 ひ （TR）（1≦P＜甲）を P 乗 ル ベ ーク可積分関数全

体の 集合 ， L − （T ・）を本質的に 有界 な ル ベ ーク司測関数全体の 集合と し ，
　ilfllpを そ れ らの 関

数f．の ノ ル ム とす る6　　　　　
・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　 α ≧0 ．
に対 して f∈ L1（Tn） の フ ーリエ 級数 の．la次 の Bochner−Riesz　mean を

跚 ・ ・）「 −1． R （i．・ 　
iiiits

’

り1
．

2… 一 ・

と表す 。 こ こ に　　　　　　　　　　　
1

　　鋸 （・・ ）鵡 地）・
一
・
吻 ・ ．（肌 ∈勿 ・　 　

’

．．

　 US劇 lL” を f∈ Lp（Tn）
．
か ら碑 （D ∈ ひ （Tり．．へ の operator 　norM とす る 。 論文 ［4］で ラ

領域 ｛（… ）・・≦・≦藷 ・
・≦ ・ ・≦ ・

．
（去

一9）一音｝・ ・け・ （・ ・P）・・対 …

il碑 1瘁 が ＋ 。。

．
に発散す る速 さに つ い て の 下かち の 評価を与え た 。

　本稿で は α
＝Oの 場合を考え る 。 記号を簡単に して SR°

（！：x ）を・＆ （f： x
’
）と表す こ とに す

・ ・ ・… ff・呻 ［2］・ よ ・ で 藷 ・P ≦嵩 … 嘲 ・・

　　　　　　　　 卜
＊ 教．養　部

Faculty　of　General　Education　
卜
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　　1’im　il　Sn　I］　L ” ＝＝十 QQ

　 　 R →m

で あ る こ とが諱明され て い る．。 我々 はζ　．e で も こ の 十．
・。に 発散する速 さ に ？：

い て 下か らの 評価

を与え るが・そ の方法 は ［4］ と雕 kl
「
1・B・b・bk・ の 論文 t1］と同じくす るもの で ある・

　証明す る定理 は次 の もの で あるg
．

定理 藷 ・P≦噐 ， ・… 対し・

　　liSn　it垂 ≧ C　GOgR ）
（h−1）1去一ti

こ こ に C は R に は無関係なあ る定数を表す 。

証明 ・ 方針を述 べ る・ 燬 ・ 齢 ・ よ ・ て藷 ・P〈・・場合 と ・O ・ 嵩 ・駘 と・同

値で あ り ，
こ こ 庵は後者 の 場合を考え る こ と に する 。 ll8R：（f）ll， ≦ 11SR　li　L

’
　ilfll，

で あるか ら，

任意 の関数列 ｛f，｝⊂ D （T ”） に 対 して ，R 熱emacher 関数列 に 関す る Khintchin の 定理を用

い ると，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
　
　 　　　　　 1

　　 11｛ΣISn（ノ｝）12｝TliP ≦（彦ilSRIiL
”
貸｛Σlf， 12｝vHp

　 　 　 　 i　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　 ∫
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

・得 ・れ ・
・

こ こ ・

酵《号＋ 1）
2

で ・・… す・ ・臆 ・ 集合・・ Tn・対 ・r・・ld・・

の 不等式よ り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　　躊 臨 ・ 釧
・ dx≦ 1・ ｝

’
−t

［L｛甼M ・釧
・ 飼 号

．．

　　・ 1・ 1・
’
“i・U｛

「
Σ ISR（1｝）12
」

｝
eliz

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a　　　　　　　　　 　　　　 P
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ

　　
　　≦G （IISnll　

LP
）

21B

｝　
P
　ij｛Σ lf，12｝Tl

崔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

が得 られ る。
こ の 式よ り 11SR　li4の 下限を求め るた め に ， 我 々 は適 当な 集合 B⊂ Tn と関数族

｛f，｝⊂ lt（Tn）を構成するわけで あるが ， そ れ らほ次の性質をもっ もの で ある ： 十分大きな R

に対 し　 　 　 　
’

　　 supll 酬 ．。≦ 1
，

　 　 i

　　 supp 　fi⊂ R
ゴ9T ・，｛R 」｝は互 い に素な矩形の 族，

そ して 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　
」

　　 iBl ＝ 0 （（10gR ）
−la−1） Σ IRiD，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’
1

　　乱i・s・ い 廠 ≧・ 瞬
　　　　　　　 1

で あ る 。 そ うす る と

　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　 　1
’

　　 ll｛Σ if，i2｝TilP．≦、｛ΣlRll　｝E
　 　 　 　 j　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

で あ り， 従 っ て あ る定tw　Ci，
σ、＞0 が 存在 し て

　 ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　
　　CiΣ lRjI≦ C、 lB｝　

P

（ll　S配 liL
”
）
2
｛Σ iRii｝i

　 　 　 ノ　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 」
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が成 り立 つ
。 故 に

（・ll・S・
　li・・

’
）

・
≧ 象1・ 「噺 甼】・ ・ 1｝

1−i・
… （1・gR ）

← D
唖

i．e．幅 帳 e （1。gR ）
（・
−1）（÷

−i）

が得 られ ， 定理 が示され る こ とに な る 。

　 §1．ピ ラ ミ ッ ドの族 ｛Pj｝の 構成、

　Rn ＝ R ”
−i

× Riに お い て ， （n
− 1）次元立方体 G ⊂ R ”

’i
及び点κ

゜
∈ R ”

−i
× R ．

1

を与え た とき ，

集合 GU ｛x
°

｝の 最小の 凸包を ピ ラ ミ ッ ド と云 い
，　P 照 P （G ，　 x

°

）で表す 。
こ   とき

，　G ．を基 ，

x
°

を頂点 と云 う。まだこれを含む最小 の 凸錐を P尸 P （G ， x
°

）・で表す。

・
　　　　

．

　基 を G ， 頂点を x
°＝ （xel， ∵ ，

　 xa ．−1，　h。 ）（h。＞0）と した セラ．ミ ッ ドP 」 P （G ， κ
゜

）か ら，
　 h ，

＞h。 に対 して 2・
−1

個の ピ ラ ミ ッ ド
・
の族 ・｛Pj｝を次の様 に構成する 。　P1を鐔平面 ｛x ∈ Rn ： Xn＝

，、讐 。
｝・切 る と切・ ・ （n

− ・1）吹元立方体 で あ ・ ・ そ 纏 G ！ ・表す ・ 次・ G ・ 麟 を

｛xノ｝（ノ＝ 1， 2，．…
， 2n

一工

）と し， 各 xノに鮒し xj と x
°

を通 る直線を引 き ， そ の 直線上 に超平面

｛x ∈ Rn ；κ 。

＝h、 ｝と の 交点 κ
゜ノを とる 。　G

’

．を含み頂点 を x
°j と しk最小 の凸錐 P 丿 と座標平面

｛x ∈ R ・
・x ．一 ・｝と哄 灘 舵 ・

・
とす る と，・

、
・，

一
辺・ 長 さ が 春（G ・

一
辺 ・長さ）で，

中心 （ヅ と表す） が G の 中心 （プ≧表す） と xj を結ん だ線分 の 中点 で あ る立方体 とな る 。 こ

れ によ っ て 2回
個の geラ ミ ッ ドPj　・＝P （G｝，　 x

°i）が構成される （図 1）。

x
°」

一

「
貧

　　　　　一＿ 、 　　　 謡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1

｝
一

竇
L

　こ れら の ピ ラ ミ
’
ッ ドの族 ｛Pj｝は全て 立方体 G ノ

を含ん でい て，そ の基 の 族 ｛G ノ｝は互い に

境界で しか共有点 を持たず，G ＝UG ノで あ り，凸錐の 族 ｛Pj　＝P （G ノ，
　 xej）｝は半平面 ｛x ∈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 j

Rn ：x。＜0｝で は互 い に素で あ る と云 う性質を持 っ て い る 。 また x
°

，　 x ノ
， κ

j゚，プ，ッ〜の 間に は

次の 関係が ある 1　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　
．
　　 、

↓

（1） x
・i 一 焦・

・

＋ （1一銑）・
・

翫
・ノーゴ・一 （・

・一
・

・

）・ （音一急）晒
・

）．
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また集合 UP ノ
の 体積は次 の 様 に な る ：

　 　 　 　 ノ

（・困 ・11− ・ 1・ 咢 （昜1≡憂8烏i・ L

こ こ に右辺の 第 1項 は ピ ラ ミ ッ ド P の体積で ， 第 2項は増分 の 体積で あ る 。

　§2．集合 B の構成

　0＜ h。 ＜h，＜ h， ＜…＜ h， が与 え られた もの とする 。 高 さ h 。な る頂点 x
°

を持ち，基を G と し

た ピ ラ ミ ッ ドP ＝ ・P （G ， x
°

）を考え ，
　 G の 中心 を プとす る

・
。 ピの P を 0 階の

』
ピ ラ ミ ッ ドと呼

ぶ
。 こ の ピ ラ ミ ッ ドか ら§1で 導入 した構成方法 に よ っ て 高さが h、 な る 2 …

個の ピラ ミ ッ ド

P
ノ、

± P （G ，、， x
°ノ’

）を構成
「
し，

　Gi、の 中心 を yノ’とす る。
こ の Pi

，
を 1晧の ピ ラ ミッ ドと呼 び ，

B1 ＝

ソ
P

ノ，
とお く。

1階の ピ ラ ミ ッ ドか ら同様に して 高さ が h 、 な る 22　Cn”1） 個の
『

ラ ミ ッ ドIP川 ，

＝P （Gjv，，　 xDi
’lt

）を構成 し，　 G」、i，

の 中心を ev　
i
”　
i’

とする 。 こ
，

の Pi
、i、

を 2階 の ピ ラ ミ ッ ドと呼

び，B ・
一
見、

P；・、i 、
とお く。 以下同様に して 高 さが h， な る 2k ’n”D 個の h 階の ピ ラ ミ ッ ドPj

、
…治

P ’
（G ・1

…
ノ、

・ x
°”

”’j＾
）端 成 し・ G

・1
・
… 、の 中心 を ツ

h ’”
” t し・ B ・ 「9， 、

p
・1 … A

とお く・ 贍 の

各 ビ ラ
．
ミ ッ ド は ， G の ある頂点 xji，　Gi、

の ある頂点 x
’“

　
j ，

，　G ］．，j，の ある頂点 κ
ノ祠

 
…

，　G ∫，…i、
−1

　　　　　　　　　　　　　　メ
の ある頂点 κ

ノ：’−A
に よ っ て決定され る 。

　（2×3）に よ っ て次が成 り立っ ；

’

（・） ・
°1・…・一

・
°・一 ・・ 一 無（X

・

フ
・

）・
、輪（が龕）（・

・
噂

・一

・
11扇・・− 1

冫・

（・） 1・ ・ 1 一 勢1・ 1・ 鷺 （綵 奪弄・i・ L

　与 え られ た十分大 き な R に 対 して ，
』G，x

°

，　 h，鳳 を適当に選 ん で 出来 る B ，が 我々 の必要 と

する集合 B とな る の で ある 。 我 々 は これ らを 次の 様に とる 。 6＞0 を十分小さ い もの とする。

α
＝ R

一
県

， h・
＝ ÷a ，　h ＝ ［ε 1092R］（従っ て

’
2彪 ん説ε

）ととり

　　G ＝｛x ・＝（κ 1，

…
， x 。

＿ltO ）∈ Rn ：lXjl≦α （ノ＝ 1
，

…
，

n − ！）｝
・
，

　　 xo ＝ （0，…，0，　 ho）∈ R π，

　　 h‘
＝ （1十 1）nho （1＝＝　1，…，k）

とお く・ 能 ・ は＋爭小で あ る・こ と 駐 意 す る ・ そ して R を粉 大き くとれば ・
　 ・・　 h・

一

（ん十 1）nh

。 は十分小 さ くなるか ら B⊂ Tn とな る こ と に注意す る 。

・

　 §3．矩形の 族 ｛R ノ｝の構成

　ピ ラ ミ ッ ドP
」、
．．、h 　

＝ ＝ P （Gjド
”j、

，　 x
°j’”’j＾

）に対して
，

そ ap1向と添う の を ， 基 G
ノ、
…

ノ、　g中心

プ
ド
’
1内から頂点 sc

°ゐ
’”
み へ の ベ ク トル の 方向と定義する。

こ の 万向の 単位 ベ ク トル を vi
’
　

“，
　
j，
と

書く こ とにす る。 こ の とき

　　δ，
＝ ！κ

Ohtt’i・一
ツ

ハ
””ji

　l
とお くと，（4）に よ っ て，

（6） δ 1
− ・・｛・＋ ・ （（殆）

2

）｝＝ ＝ h・｛・＋ ・ （ε
2
）｝

そ して
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多変数 フ ーリエ 級数 の BQchner−Riesz　means め operator 　norm に関 す る評価 5

（・） ・ご
1
”鹽

・
一 奮一 … （（瑟）

2

）− 1＋ ・ （・
・

）

で ある こ とが示 され る 。 従 っ て ε を十分 に小さ く
・
とれば，各 ベ ク トル ひ

ノ1
’”
i・
’
は x 。

一座標軸 に

沿 っ て の単位ベ ク ト ル とほ とん ど違わ な い もの と考え る こ とが 出来る 。

　さ て 矩形 の 族 ｛R 」｝を次の様に構成す る。 凸錐 Pj，，
，．i、

＝P ．（Gj、…バ
xDi

’’”∫
う の 軸と云 う の

を ， ヅ
【瓢

と xdj
’

．
”
／i・

を結 ん で 出来る 直線 と定義す る 。 こ の 軸上 に 点 多
ノ1
“．
　
jk
　fE下半 平面 ｛x ∈

R ・
：x。＜0 ｝の 中に 1　yi’　

”’
　
ik
　Hzj ，一’

｛
・ 1＝ δ、 となる様 に とる。

こ の 点 を通 っ て こ の 軸 に垂直 な

鴛繋 難 饗 鵬 ；黙 纏 獵製麗 覇
る。 こ の 立方 体を基 と し，軸を こ の 軸 とし，高 さを δ、 とした矩形 を作 る。 こ れを 馬，…ノ、

と

表す 。 こ れ は凸錐 P
／1
…

j、に含 まれ，また こ れ らρ族は互 い に素で あ る （図 2）。 　　　 ．

　　　 oeO　
Sl”　

’
｝k

体

（ε）｝

図 2

そ うする と（6）に よ り

・ ！・ ・｛獅 ＋ ・ （・ ）｝・ ・R
−
（亭 ＋ E．）

t
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6 小 嶋 迪 孝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ぬ
δ，

一＝　h， ｛1十 〇（ε
2
）｝tr

ε
n
”1

　R 　
n

　（lo92」配）n

で あ る 。 故に R を十分大 にとれば δ，

’
δ、 は共に十分小さ くな る 。 再 び（q）に よ り

（8）　lRノ，
＿i、1＝δ

一1
δ王

土 4鳥dhnaR −1ho2 −
k　9−1）　i

（9）
、景，− R

…
−i，
i＝ 4n

−L
肋

『1
ん・

が成り立っ 。 従 っ て   と（9）よ り

（1°） 1B ・ 1　 一＝　O （h
−

｛n
−1）

，景。
〕R

・
…

・」）； O （（1・gR ）
一’‘”‘’）

　
、，
￥．　

」、　
i　R ・1

…1、
・1）

が得 られ る 。 また（8）に よ っ て

  　　tR」、…ノ、
1 ＝ n2n

冖11Pi
、…isi

が得 られ る。

　
・
§4．関数の 族 ｛f，｝の構成

　§3で 構成された矩形 Ri、…i，の 中心 を ♂
門’i’

とお く。 各矩形 Ri
、
一，j，に対 しで 新 しい 直交座標

系 ｛ti，…
， ‘バ 1，　 tn｝を，原点が α

ハ
’”h ，　 t．r 軸は ベ ク トル vil

−’jAの方向， 残 りの ti
， ，・

一・一
，

t。．．1軸は

一 一 一 の ・

：：：に碧 一
となる様に定め 6・ そ うす う一と前吻

一
座標系か 噺 い

ソ
ー
座鯀 へ の 座標変換を U とす る

と， U は直交行列で t
・
．
x ＝uj

’“”h ＋
「
Utで ある。

　次 の 様な関数Φ ∈ C −
（
一

。 ・
，

。 。 ）を とる ：

　　0≦ Φ．（s）　≦ 1　　for　Ei∈三 （一
・og 、　OQ ），

　　Φ （s）＝1for 　 l51≦ 1一 εo （ε o＞0は十分小），

　　Φ　（s）　＝＝ O　　for　l
’
s　l　≧ 1．

こ れを用 い て

　　・・ （t）一 Φ （苦の
…Φ （苦tn−i）．

・1（t・） （・（t・）・1− ・）・

　　9 （t）一Φ （暑，，）
…Φ （昔・．

−1）・Φ （9，

t．）・

　　8 。」1 瓢 ω ＝ 9 。（u
−1

（x
−

ui
：“’，h

））

　　9i，＿ム
ω ．＝9 （u

’
， （x − uj

’
’”
り ）

とお く。
そ うす る と ε 。＞0 を小さ くとれば，

働　90i、＿j，（x ）
＝1　for　sc∈ P

ノ、…jk

とな る 。 更｝c　R ＞0 を与えた と き，点 ω
ノ］”’i’

を，球面 ｛ω ∈ R ”
： 【wl ＝ R ｝上 の 点 で ，原点

炉ら wh 　
一．’

」角べの 方向が ベ ク トル vj
’
　
’”
　j，の 方向と等 しい様に とり，

　　み ．
、、
ω ＝ exp （‘（wi

’
’’
”

  x ））9 。
．

，、
（・）　 　 　 　 　 　 　 ．　 ．

、とお く。 そ うすると suppf
」，
，．
’
j、

⊂ RiL…
i，で ，これ らは互い に素で ある 。 こ の 関数族 ｛f，、．．．1．｝

が我 々 の 必要 とする もの で あ る 。 R を十分大き く≧る と， δ， δ， は小さ くな るか ら ，
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「
7

supp 　f，，
…i，⊂ R

ノ，
…j，⊂ Tn とな るごと に注意す る 。

　 §5．定理 の 証明

　記号を簡単に して ノ
； ノ、

・
ゴ 1、と書き そ して B ＝ B， と書 く。 そうする と今まで の 議論に よ っ て tt

関数族 ｛／ノ｝は

　 　 　 　 　 　 　 1　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 1

　　 】1｛Σ lf， 12｝211
　p ≦ ｛Σ 1R／ 1｝ρ

，

　 　 　 　 j　　　　　　　 ．　　　 ノ

そ して   に よ っ て 集合 B ⊂ Tn は

　　 lBl＝O （（10g　R）
一（n−1）

Σ｝RiD
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 j．
をみたす 。 従 っ て もし不等式

α舶 無 ・）1・dx≧σ1・、1　 　 　 　 　 　 、
1

が示さ れれば証明が 終る。

　　DR （x）＝ Σ e
ε（m ・＝）

，

　 　 　 　 　 　 lmI くR

　　島 ω 一∫， ，♂
・  の

とお くと，

　　　　　　　　 £ 　（fノ）盆 ef
（m ・−x ）

　　SR （ノ「ノ： x ）＝ ・
　 　 　 　 　 　 　 　 Iml く

’
R

に対 して は

SR （f”・x ）一

（2｝）。 ∫。
．撫 ）D ・ （bl‘ u）　du

と書け ， そ して

　　σ R （f
”

・ x）一∫1ン 1くR
ゐ（ン）ei

・一ン ・ dy

とお くと ， こ れ は supp 　f」⊂ Th よ り

　　・
・ 妨 ・ ・）・ （

　12
π ）。∫，

ノ・鵬 （・
一
肋

と書ける 。

　Pi ⊂ B で ある こ と よ り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

・蝋 1磁 ・漁 ｝
trt
・ ｛£．1＆ 伽

　」
）1・ d・ ｝

t

≧ 蜘 ・ ・ 伽 ・岡
’一

｛J］“　s ． 　（lf， … 一・ ・ 嚇 ）12
’
・・ ｝

t

で あ る Q 　　　 　　　　　　 　 ，

　最初次が成り立 っ ζ とを示す ；

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

じ ユ　 　 　 　 1

　　S・
・（lr… x）

一
・ R　〈lr」 ・x）− 0 （R　

2

｝R ・17） f・r　x ∈ P ’・

　R を十分大 き くと る と
， x ∈ Pノ及 び u ∈ SUPPfj に 対 しそx −・u ∈ 〔一π ， π ）

n

で あ る か ら，

論文 ［3］の Lemma 　4め証明の 中で 示 した評価式
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8 小 嶋 迪 孝

　　ll　D ． 　− Hri　li　乙1 　（rn　）　＝　@0@　 （R 　

） を

いて 　 　 1・
・ 伽）一・R　 （ ilj ・ x）

1 −

！（ 　
12

π
）・∫．．1’（・ ）｛D・（・O− ・）

　−H． 　
・（x−u ）

d ・ 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　 　／／ …昜・・llf
・
1 ［・ 11 ’…−H・　1 ．1

・

・幽 ・め． が得
ら
れる。　　 　．　　 　　　　 　　　　

　

　　　　　’ 故に   を用

るこ≒ により一 （1S ｛ £1 ・
・
  一

・
。  1

…｝
i ・  呼

1・
　 li ［

、　E 　　 　i

　　≦α 倉 I

A1 が得 られ る 。 　次 に
が 成 り 立 っ こ と を 示 す ；

　　　　 　
　

　
　　　　t

　
　I 　a ・’ （fij ・ x）、

 ﾐ＞O　f・
・
x

∈P’・
f
・

　
（・）一 ・脇・ （σ 一 ・ （ ・一・ ・

）

）・ ・尋 捗 変皴

によ り，向
： 1 （

・一 のとし・ 、

読 、 19R 

一、
誌

、 JL

1く。
幽

・2・

r1 ・一 ’ 腔
欧の 　　 一 （ 　

　

ﾂ）諾
鯉

K
。
・殉 噌（

σ葡

）夢 淘物 　　一・’
　‘・　・’）（法

」晒1 ＜ 諱   ）el （ ・

y・　dy
と書け

る。

そ

し て

更 に
、 　　 − e’（・・　・’）（　 1 飯）．£

． 飾 ） ・ ・（s ・ ・ … 　dy ＋ ・ （ 1）

， ここに ・ （1 ） は R − ・…き・ につ・

て一
様

で
あ・ ・と・ 訓瞬・

それ故最後
・ 式・ 　

　
一 ・

・

・岳羨
仁
陣（2　　 　　δ）］へ

ω・齲の・・　　
　

・ t
“，

’ zf 二．。

（　
2

　
　　●δ，）］^ ω

・・… 呱＋・（1）　
　
一・’（・・　

・

’ ｝
・

恒 ： Φ （苦の

言h・

fr
．［rp

（
斎）

］〈ω・軌呱＋・ （ 1 ） 　
　一

’efG’ 　 v ’ ）9・

（x）

翫撫仁
Φ
（急 の 1 一 夛 i 讐 i 誓 甑＋・（ 1 ） 260N 工 工
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一

・
一 ）

8 ・ （か 2隷 鵬 ・ （濫の
ト

ξil弩1
−

tp ）

dtn1・b・・）

・書け る・，こ こ で ・ ∈ ・1 ・・1・・ 号δ 1≦ ・n ≦ 吾聯 ・ 即
一告・ tn≦争

「

・対 ・・

δ、 ≦．ξ，
→ n ≦ 3

・
6・

， な る こ と に 注意 し，Riemann −Lebesgueの定理 を用 い る と最後の 式は

一 。
一

姻 ・纛 蔦
Φ

！重な）d，。　’＋ 。 （1）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

とな る 。 従ぢ て x ∈ P ノに対 して   よ り

1。 綱 ト ・卿 催
Φ

無）dtn＋ 。 （1， 　 　 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　≧ （・砺 ）
膕

羸 催 Φ （苦ち）dtn＋ ・ （1）一 （・［2
−
i7）一晴∫二Φ （s）ds＋ ・ （1）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

で あ る。 故にあ る定数 σ＞0が存在 して 1σ R （ん・lx ）1≧ C が得られる。

　故に再び  を用い て

  ｛∫，」・ R
’・ifj・・x ）岡

ナ
・ C ！・At−… 1・j　tt

　 　 　 　 ’

が得 られ る 。

　  に     の 評価を代入ナる と ， Ci， σ、 を ある正 の定数 として

　　｛∫，

1・・ 伽 ）岡 ナ・ σ・ 1・
’lt一α 晒 ・ ll

　　− ・・ i・ 、師 逸函 ・
、1り

が得 られる が ， δ と δ・iの 評価 よ り

　　R ・一・ 1．R 、 1．
’
1、R ・

−1
δ ・

一
・

δ1 ＝
・R ・ 71 ・4− 1R

−
（
ntLl

＋ e）“｝1） ・　
’
b　・1・R

− ” 1
’L

（1。9 、R）
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 ＼

　　一 （4 ・ ）・
−IR −

　
in−・） ・

（1。9，R）
・ 二→ 0（R → ・ ・ ）

・

で あ る か ら，（フ3 をある正の 定数 と して

　　｛∫。

1踟 ・釧
・ d・・｝

s
≧ σ・ 1・ 、首

9

即ち  が得 られ，証明が完了する 。

胤 論文 ［・］・ ・S・mm ・・y・ 中・ ・
．
（・ ・P）・飆 ・｛（・ ，　P）・・≦ ・ ≦ ・ （が ナ）

一参 1≦・ ≦藷 ｝の 誤植で あ る・
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